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シヌグの通説

シヌグ祭肥は、奄美群島の沖永良部島、与論島、

沖縄群島の国頭村辺戸、奥、安波、安田、楚洲、

大宜味村、名護市汀問、今帰仁村、本部町崎本部、

備瀬、具志堅、伊野波、辺名地、伊江島、伊是名

島の仲間、諸見、伊平屋島の我喜屋、伊江島、思

納村(18世紀前半)、うるま市の平安座島、宮城島、

伊計島、浜比嘉島、津堅島などで行われ、途絶え

て記録だけになっているもの、戦後また最近にな

って復活したもの、長く継続しているところがあ

る.かつては少なくとも国頭間切の各村落にあっ

たが、琉球国由来記成立のころまでには国頭村宇

嘉部落以南で廃止され、ウンジャミ・海神折田・

海神祭の中に融合されたではないかと考えられて

いる 1、2、3) シヌグ祭杷は国頭村ではおよそウン

ジャミと隔年に行われ、安波と安田が旧 7月の最

初の亥日、奥、辺戸、比地が旧盆あけの初めの亥

日である 4)

シヌグの語意はいくつかの説があって、 1;災

厄を被い凌ぐ、 2;シヌグ舞い、コネリ(踊り)、

3;忍ぶ、 4; 1と2の折衷がある 5) シヌグは 2

のコネリと同義語でコネリは踊りという意から、

シヌグ舞としづ神遊び舞の行事であるとされ 1)、 3

の忍ぶは北山から人目をしのんで安田にやってき

た家臣ウファが農耕儀礼や行事を伝えたという説

が紹介されている 5) またイネや米の古称、ネイ、

ニとか、八重山の古語、ンヌグミとの関連が残され

ているという 6) 幸地5)は行事の内容面からみる

と明らかに災厄を被う豊年予祝儀礼であるという.

仲間 2) もシヌグは“凌ぐ"と同義で、暴風皐魁な

どの災害や疾病など諸々の災難を拭い凌ぎ、豊

漁・豊作を祈願する神祭りとしている.しかし東
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思納は i)、「時代考から、北山落城、 三山統一、島

津侵略、又自然災害による暴風、早魁、悪疫等か

ら、その地域に住んだ人々は自分達の生活を如何

にして守りぬき、それぞれの難を凌ぐかという事

から来たという呼称、は、語感への安易な依存であ

り、シヌグの古さ深さを知る人人の賛意は大方得

られないだろう.Jといい、村落の長年の歴史を経

て「安田の自然風土に即応し、 苦しい生活の中の

知恵とし、山も、 i毎も神も人も参加した総合性、

土に生きる庶民の純な心のよりどころとして、安

田の村人の生活の中から生まれてきたというのが

正 しいようである.Jと述べている(ほぼ同様の記

述が宮城6)にあり).

シヌグ祭肥は神人が冠でかぶるカーブイ、手に

持つ誠い杖、身体にまとうもの、捧げものなどに

植物の校や業や果実やツノレ茎を使う 身を飾る擬

装用の縞物材料は、神に扮するもの、古い時代の

神か人かの風格をかもし出すもの6)、農林漁業を日

常の暮らしとし裸身に近い生活をしていた村人が

山の神に出会う儀礼のための正装ではなし、かと思

われる 8. 9) カーブイはおそらく神人になる確固

たる象徴として重要な意味をもっと思われる .国

頭村安田区と奥区では旧暦 7月頃に果実の総査が

赤く開いて中に黒い種子をつける小高木のゴンズ

イの小枝を、米誌とナカ。パカニクサでつくったガ

ンシナ (鉢巻)に帰してカーブイとする.なぜゴ

ンズイをカーブイに使うかについて、ゴンズイの

祭把植物の意味や見方は、その閉し、た袋果の鮮や

かな紅色と光沢のある黒い種子の形から方言名ミ

ーハンチャと I呼称され、目を大きく見開いて惑を

射し悪魔を追い払う魔除けに結び付くというのが

一般的のようである 1、6、7) (図 1).

前報で9)、植物種の対生薬序からゴンズイは祭杷

植物の合掌型(十字対生型)とした 合掌型の十

字対生葉序は拝む時の両手を合わせる姿勢に因ん

だもので、さらに魔除けのアジマー(配型) にも

深く結びついて、祭紀植物の沖縄独自の特徴と考

えられた シヌグ神祭の植物観は、日本西南地域

の照葉樹林域の神祭との関係から、主として樹木

の葉序によって祭杷植物の分類が試みられたもの

で、祭問植物そのものの内容や意味について立ち

入って言及していない.祭jjiE植物の基本的要素は、

図 1 開いた袋果をつけるゴンズイの枝葉(大宜

味村根路銘、 2007年 8月)

照葉樹の葉序の他にその常緑性と葉形の全縁性の

三つの特性が挙げられ、そのうちゴンズイは葉序

の十字対生を有しているが、性質は落葉性、葉形

は羽状複葉でソj、葉が鋸歯縁で、ある .つまりゴンズ

イは祭杷植物の三特性のすべてを具備 しているわ

けではないことになる 木の常緑性はおそらく常

世につながり祭杷植物の重要な特性と思われるが、

常緑性を越えて落葉性のゴンズイがシヌグ祭記の

要と して用いられているのはきわめて興味ある史

実が存在しているのであろう

ゴンズイは常緑性樹種ではなく落葉性で、また

単業全縁ではなく複葉で、小業に鋸歯縁をもつ な

ぜ、ゴンズイは祭杷植物の重要な条件を備えてい

ないにもかかわらず沖縄のシヌグ祭侃のカーブイ

の主要材料に供用されるのか、祭把植物としてそ

の民俗的な意義を明らかにするのはきわめて大事

なことであると思われる さらに、祭記植物ゴン

ズイの民俗的意義からシヌグの起源や本質を追究

することができないか、祭市E植物観を通して沖縄
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の安田シヌグを考えてみたい.

安田シヌグの祭杷植物

宮城によると 6)、安田シヌグはウフシヌグとウ

ンザミ ・ウンジャミの二つの祭杷があり、それぞ

れ隔年で交互に行われる.両祭杷とも旧歴 7月初

めの亥の日に行われ、どのような事情があっても

開催日の変更はない.ウフシヌグはウキーウガミ

(男拝)で男がたてられ、男性でヤマヌブイ (111

登り)、ターンクサトウエー(田草取り)、ヤーハ

リコーの行事が行われ、そして夜になると女性に

よるウシンデークがありアサギマーで、オモロを歌

い輪踊りが行われる.かつては沖縄相撲大会もあ

ったようである .本論では祭把植物の関係から主

にヤマヌブイに供用される植物について論考する.

ヤマヌブイはメーパ、ササ、ヤマナスの 3組が

あり、部落のおよそ各門中が 1か所に集まるが決

まりがあるわけではなく 、同じ門中で別の組に行

く人もある.ヤマヌブイの行事が続けられている

うちに、同じ門中の人たちが 1か所に集まるよう

になったのではないかと思われる メーパ組は西

方の伊部岳が見える山正に上る古堅門中、西銘門

中などが、北方のササ組は苗代田にたどる兼久屋

門中、西平門中など、南方のヤマナス組は川を渡

って団地を回るf恋門門中などが多いようである 6)

2007年 8月 21日(旧 7月 9日)、ヤマナス組に

参加した.家々で米藁のガンシナー(鉢巻き)を

編み、野生のハンジャ(蔓、多くはナガパカニク

サ)を巻き、果実と葉のついたミーパンチャー(ゴ

ンズイ)を挿したカーブイをつくっていた.

[聞き取り]①70 歳くらいの男、~縄を編んで

いる;ミーパンチャーは目に似ている、目が開く 目

ガンシナーは革、藍が最初で稲作になってから誌

を使うようになったのだろう.ハンジャ(野生カ

ズラ)は今も使う.今は男が上るが普は女であっ

た.昔は裸で、陰部だけ覆った ②別の 70歳くらい

の男 ;昔は裸でシヌグの日は自分くらいのオジサ

ンはフンドシを洗って準備していた.フンドシ以

外の着物はないので、蔓や草木で‘覆った.③50歳く

らいの男;昔は 3方の山に上る門中はそれぞれ決

まっていた ハノレナー(畑地の名称)の別々に各

山に上った.頭のワラ縄に挿す木はミーハンチャ

一、あとはとくに決まった植物はない ミーハン

チャーは赤い実と黒い種がついていないと意味が

ない.赤い実がはじけて|検が閉し、ているから意味

がある.目が見開いて悪を被う .最近は山でミー

ハンチャーが少なくなり得にくくなっている、今

年も昨日採集に山に行ったが集めにくかった ゴ

ンズイの他はとくに気をつけている植物はないー

ハンジャをまとう それに草を挿す.

行事の前にヤマヌブイの道や祭りの場所の草刈

りが行われている.正午頃各人が合図をしながら

川端の広場に集まり、ヤマナス川 を 3~4 回渡っ

て目的の団地跡に着く.田地跡では太鼓に合わせ

てエーへーホーイの声を樹、け合いながら田の周り

を3固まわる(図 2).今の田の跡は 50坪くらいで

周囲に猪垣があり、サンゴ石板を利用している.

図2 安田シヌグ祭把のヤマヌブイ(ヤマナス組、

2007年 8月 21日)

午後 1; 00ころ団地を出発、往復の道のりは違う

がもとの道を帰る人もいる.途中川沿いの広場で
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遅れる J¥を待って一息入れる 場所の背後はマン

グロープの低湿地で往時の水田の跡、だろう、ミフ

クラギ、サガ リパナが生育する メーパ組の気配

が分かつたら出発、双方のエーへーホーイの掛け

声で調子を合わせ橋の上で合流して山に行けない

女性群に迎えられ、さらにササ組と合流して、原

っぱで円陣を組んで回りながら、持っている木の

校の杖で円陣の中や周りにいる婦女子の頭を軽く

たたいて級い浄めを行う .海浜へ向かう道に沿う

各家のお被いをし、1il~Il~訟林の陰などで休んでいる

年寄:りのお被いをする.

海i浜では身にまとっていた草木を脱ぎ落し、全

員が正座 して山に向かつてそして太平洋の海に向

かつて、手を合わせて祈る.かつては祭犯に使用

した植物をすべて海に流したそうだが、今は海を

汚すからといって浜に置き、集積した植物は後で

処理するようである.拝礼のあと海に飛び込んで、

各人が災厄を海に流し去り、ヤマヌブイの行事が

終わる

ヤマヌブイの日に区長に依頼して、使用した植

物を脱いで集積するとき組ごとにまとめて置くよ

うにした(図 3).集積された植物は大体まとめら

れているが、煩雑で少々混じっていることもある.

ヤマヌブイの場所が分かつているので、おおよそ

の3組の植物が区分けできた

1 )ヤマナス組

〔身にまと う植物〕

ホウビカンジュ(カーブイ ・冠もあり)、チガヤ

(冠もあり)、クワズイモ、シロダモ、ゴンズイ、

オオアブラガヤ、ハマサル トリイ バラ、シロヤマ

ゼンマイ、モクタチバナ、クズモダマ、 トウズ/レ

モドキ、ヒリュウシダ、夕、ンチク、シシアクチ、

ホソパムクイヌビワ、サキシマフヨウ、ヒカゲヘ

ゴ、クロッグ、ハマイヌビワ、オオパノレリミノキ、

ガ

区13 安田シヌグ祭杷に使われた植物;今は海に流

すことなく浜辺に積んで処理される

(2007年 8月 211=1) 

ジュマル、サカキカズラ、オオパギ、シラタマカ

ズラ、タブノキ、/ぐラグラス、アカメガシワ、イ

ヌビワ、カキパカンコノキ、クチナシ、ノアサガ

オ、コンロンカ 、フウトウカズラ 、アオノクマタ

ケラン、ビロウ、タブノキ、ナガパカニクサ、ヒ

ョウタンカズラ、コシダ、ヒカゲへゴ、ススキ、

ヤマドリヤシ、ハスノハカズラ、リュウビンタイ、

オキナワサルトリイバラ、エビズノレ、ホシダ、カ

クレミノ、リュウキュウウマノスズ、クサ、ケホシ

ダ、ススキ、ショウベンノキ、シマイズセンリョ

ウ、アカミズキ、シイノキカズラ、フカノキ、マ

/レノミドコロ

〔杖 .ffi戒し、〕

シロダモ、アカメガシワ、ハマイヌビワ、クチナ

シ、モクタチバナ、イヌビワ、タブノキ、オオパ

/レリミノキ、アオパノキ、アカテツ、オオムラサ

キシキブ、ホソパムクイヌビワ、ヤマビワ、モチ

ノキ、ショウベンノキ、シマイズセンリョウ、シ

シアクチ、カクレミノ、フカノキ、 トベラ、アカ

ギ、オオパギ、ネズミモチ、サキシマフヨウ、リ

ュウキュウマユミ、ショウロウクサギ、ダンチク、

アカミズキ、ヤブニ ッケイ、アデク

2 )メーパ組

〔身にまとう植物〕
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オオシンジュガヤ(冠もあり)、ゴンズイ、ヒカゲ

へゴ、アオノクマタケラン、ヒリュウシダ、 トウ

ズルモドキ、オオパイヌビワ、ツルムラサキ、ヒ

ョウタンカズラ、ススキ、クズモダマ、リュウキ

ュウウマノスズクサ、ハマサルトリイバラ、コシ

ダ、シラタマカズ、ラ、ビロウ、イタジイ、リュウ

キュウカラスウリ、ススキ、ギーマ、アカメガシ

ワ、ショウベンノキ、ボチョウジ、クロッグ、フ

ウトウカズラ、アカテツ、タブノキ、ホウピカン

ジュ、シロヤマゼンマイ、クチナシ、ニシキアカ

リファ、カクレミノ、ナガパカニクサ、オオノ〈イ

ヌビワ、ノアサガオ、モクタチバナ、ヒョウタン

カズラ、ワラビ、ツルムラサキ、クチナシ、ヒカ

ゲヘゴ、シロヤマゼ、ンマイ、ホウピカンジュ、シ

ロダモ、シマイズセンリョウ、ホウライチク、ア

カミズキ、ノアサガオ、ホソパムクイヌビワ.

〔杖・被い〕

シマイズセンリョウ、イヌピワ、シシアクチ、タ

イミンタチバナ、シロダモ、クロキ、アデク、カ

ンコノキ、ヒサカキ、ホソパムクイヌピワ、ヤマ

グワ、オオパルリミノキ、アカメイヌピワ、ガジ

ュマル、アカギ、マテパシイ、アカミズキ、タブ

ノキ、ショウベンノキ、モクタチバナ、ハマイヌ

ピワ、シパニッケイ、アカメガシワ、イタジイ、

ホウライチク、フカノキ、ヤマグワ、ヤマヒハツ、

サキシマフヨウ、クチナシ.

3) ササ組

〔身にまとう植物〕

ゴンズイ、ヒカゲへゴ、ハマサルトリイバラ、リ

ュウピンタイ、ビロウ、クズ、モダマ、サクララン、

ダンチク、ススキ、ハマイヌピワ、イタジイ、シ

マイズセンリョウ、オオパギ、モクタチバナ、ナ

ガパカニクサ、フウトウカズラ、ハマピワ、ノア

サガオ、ケホシダ.

〔杖・誠い〕

モクタチバナ、ショウロウクサギ、ホソパムクイ

ヌピワ、 トベラ、シシアクチ、フカノキ、アカミ

ズキ、ショウベンノキ、ハマイヌビワ、ホウライ

チク、カクレミノ.

2013年 8月 13日(旧 7月 7日)は、メーパ組

のヤマヌブイに参加した.ヤマから隊列して下り

ていく男神の身につけている植物を観察すると、

〔カーブイ・冠〕には稲藁にゴンズイ、ヒカゲヘ

ゴ、コシダ、ソテツ、リュウキュウマツ、オキナ

ワシャリンパイ、タブノキ、クチナシ、ギーマ、

オキナワスズメウリ、ヤマモモ、〔身にまとう植物〕

にはナガパカニクサ、オニヘゴ、ヒリュウシダ、

ワラビ、ツワブキ、ビロウ、 トウヅノレモドキ、ノ

アサガオ、ハスノハカズラ、クロキ、クズモダマ、

リュウキュウウマノスズクサ、シラタマカズラ、

センニンソウ、〔長さ1.5~3m くらいの杖;被い用〕

にはモクタチバナ、ホソパムクイヌピワ、アデク、

イタジイ、コパンモチ、イスノキ、シパニッケイ、

ムッチャガラ、シマミサオノキ、カクレミノ、シ

ロミミズ、クロキ、シシアクチなどがある.

合流した他の組には〔カーブイ〕にホウピカン

ジュ、フカノキ、〔身にまとう植物〕にシロヤマゼ

ンマイ、モクマオウ、サツマサンキライ、クワズ

イモ、クロツグ、〔杖〕にマテパシイ、ボチョウジ、

ハマイヌピワ、ヒメユズリハ、クチナシ、ゴンズ

イ、ショウロウクサギ、シロダモなどが観察され

た.

メーパ組の上る山正は、おそらく山地段々畑の

跡地で山火事を起こしたことがあるといい、その

後に遷移したリュウキュウマツ二次林でゴンズイ

がよく生育する場所と考えられるが、現場の個体

数はきわめて少なく立木についている果実も貧弱

であった.男たちの言によると、今年はゴンズイ

の実が少ないのはこの長くひどい早魁、昨年の台

風の影響が大きく、部落内のゴンズイ植林地では

枯れたり生育がよくないという.

安田区のシヌグ祭杷に使用される植物をみると、
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カーブイは~縄とナガパカニクサのガンシナーに

挿す植物としてゴンズイ以外にはちlとまりがなくど

んな植物も装飾になるようである.身にまとう植

物は、ヤマヌブイの準備から上り下りのときに身

近に生育しているものを切ったり手折ったりして

身を飾り 、決まりがない.杖 ・被いの木も同じよ

うに特別に決まっているものがなく、ヤマヌブイ

の時や目的地のヤマで採取して使う 従ってヤマ

ヌブイの上り下り で身にまとってくる植物は屋敷

周りや山道沿いの比較的明るい場所に生えるもの

である.身につける植物は、今は陰部を覆い隠す

目的より全身にまとう装飾用になっている感じで

ある(図 4).

図 4 安田シヌグ祭肥の男神のすが

た (2007年 8月 21日)

ゴンズイは袋果が熟し赤く裂閉して中の黒い種

子が出るとし、かにも鬼の形相が思い描かれるが、

他方、シヌグの祭杷楠物にゴンズイを用いるのは

特別に意味があるわけではなく、果実の熟期がシ

ヌグ祭犯の時期と一致し裂開した袋果が美しいの

で使ったという話もある 9) いくつかのいわれが思

考されている中で安田区と奥区では長年にわたっ

てカーブイにゴンズイが用いられ継承されてきた

のである.山原の国頭の山麓にあって他村と の交

通がきわめて希な村落で、シヌグ祭杷は人と神が

一体となって村落の持続と発展を祈願する重要な

行事である シヌグ祭杷の神人の証しともいえよ

うカーブイの植物材料として長々と受け継がれ供

されてきたゴンズイは、単に熟果がその時期にあ

るとしづ薄俗の流れではなく、 山林と田畑と海域

を日々の営みの場とする村落の深い土俗の由縁に

根ざしたものにちがいない.

ゴンズイの性質と名称からみえる

シヌグ祭把植物の意味(1 ) 

1 )性質

ゴンズイ (Euscaphisjaponica(Th unb.) Kanitz) 

はミツバウツギ科ゴンズイ属の落葉小高木で、こ

の属は東アジアの特産でゴンズイ 1種だけからな

る.ゴンズイは日本の暖帯林域に属する関東地方

以西、四匡|、九州、琉球列島、台湾北部、中国中

部の長江流域各省に分布する 10、11、12、13) 琉球列

島では沖縄島南部、大東諸島、宮古群島、八重山

群島の竹富島や黒島など琉球石灰岩を母材とする

島を除いてほぼ全島に分布し 14)、主として非石灰

岩地の小高い山地林に生育する .照葉樹林の林分

に出現することもあるが、生育地はおおよそ自然

林や造林地の林緑、また林道 ・山道の沿線で、マント

群落の構成種となり、リュウキュウマツの造林地

や二次林のやや明るい林分に多くみられる.

このように生育地の特徴からして、ゴンズイは

森林の選移の初期から途中相の植生に出現する樹

種で、台風など自然かく 乱による天然林の再生、

人為的な森林伐採 ・造林事業による里山の再生

林 ・二次林の構成種であることが一般的と考えら

れる.この 2、 3年間ゴンズイの生育が不良でカ

ーブイに挿す材料の採取に窮しているとされ、そ
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の原因として台風や長期皐越など気象条件が挙げ

られているが、あるいは近年人の暮らしが森林と

遊離し、人のくり返される利用と更新・再生によ

って維持される里山が欝蒼たる自然林に進行遷移

して、明るい場所に多く生育するゴンズイの発

生・発達が照葉樹林のなかで促されないという自

然再生の生態的要因も一考するに値するだろう.

形態は、通常樹高が 3""'7m、直径が 2""' 5cmく

らい、枝は紫黒色を帯びて無毛、細長い皮目があ

る.葉は対生、奇数羽状複葉で長さ 20""'30cmと

なる。小葉は 3""'5対(通常 5""'9枚)、狭卵形、

長さ 4""'8cm、幅 2""'4 cm、やや厚く無毛で上面

光沢があり、鋭頭、円脚、微鋸歯縁をなし、中肋

は両面に突出して紫紅色を帯びる.花は両性、頂

生の円錐花序、幅広く多数、 6""'15cmの長い柄があ

り、花弁は黄白色となり 5個で径 4""'5mm. 果実

は袋果をつくり肉質、長さが 1""'1.3 cm、袋果は 1

つの花から 1""'3個に分かれ(分果)、熟すると反

曲して聞出し、裂開すると内面は鮮紅色で美しい.

種子は開出した果皮につき、分果に 1""'3個、ほ

ぼ球形で黒色、光沢があり、大きさが 5""'6mm

である 10、11)

花は 3月から 4月にかけて咲き、袋果は 6月下

旬から 8月頃に熟し、 1""'3個の分果は卵形または

広楕円形で果皮は 2つに裂開する 15) 袋果の熟期

は旧歴では 5月から 7月頃になり、およそ旧盆前

に分果が裂聞して光沢のある黒色の種子をつけ、

ちょうどシヌグ開催の頃に鮮紅色に染まる果皮の

内面を開いてみせることになる.

2)方言名と漢字名

木や器官の形態、色や匂いなどの性質からゴン

ズイの別名・地方の方言名・漢字名を挙げると、

日本では、深津ほか 16)野鴻椿・拷、上原 17)から、

キツネノチャブクロ、スズメノチャブクロ、ムメ

ボシノキ、カラスノサンセワ、ツミクソノキ、ハ

ゼナ、クロハゼ、ダンギナ、ハナナ、ダンギ、ク

ロクサギ、ゴ、マノキ、デノキ、ミゾユズ、タンキ

リ、メータマ、ゴンジイ、ミーファンチャ一、ゴ

ゼノキ、ナラカパ、ナベブチ、クロキナ、ダイキ

ナ、イヌノクソ、ショウペンキ、ウマノショウベ

ンギ、ショウベンボウ(ショウベンボー・千葉、 18))、

イヌタン、マルオチャムタイ、権者芝、野鶏椿、大

眼樗、樗、大眼桐、牛王杖、瓦目、武田、臭椿、

婆裟羅樹、悪木がある.また四国ではショーベン

ノキ(愛媛) 18)、ショウベンギ・ウマノショーベ

ンギ(高知)18)、九州|ではショーベンノキ(長崎、

鹿児島)・ゲンダノッ(鹿児島三笠)・ミズヨス(鹿

児島甑島) 18)がある.

琉球列島は、天野 19、20)、新里 21、22)、仲間 23)、

大野 24)から、①奄美大島;メハチク、ティサン、

ナブィワリ、イリキケ、(笠利)アブラギィ、(宇

検)イリキケ、(名瀬) トンニユクス、ナベワリ、

トンニェクス、(住用)ナベワラ、(瀬戸内)ヤマ

フチヤ、(大和)ナブィワリャ、②徳之島;アブラ

ギィ、 トゥンヌクスギィ、③永良部;ヤマジン、

@伊平屋;(我喜屋)ミィハジギー、⑤沖縄;ミィ

ハンチャー、(奥)カツオキ、カチューギー、ミー

ハンチャ、ミーハン夕、(安田)ミイハンチャギ一、

(辺野喜)ミィフアンチャ、(与那)ハチャグミ、

(辺土名)ミィハンチョ一、(韓波)ミィファンカ、

(宇茂佐)ミィハジチャー、(世富慶)ウシヌミン

タマ一、ヤマミィハンコ一、ミィハンチョイ、(許

回)ヤマパンキ、(幸喜)ミィパンカー、⑥久米;

トゥイヌチピ、⑦石垣;ミィパガキ、⑧西表;ジ

ーピカキがある.台湾では野鶏椿・鳥腫花 13)、中

国では野鶏椿 12)がある.

ゴンズイの琉球地方の方言名の由来は、木の大

きさ、樹形、材質、葉序や葉のかたちに結びつく

ものはみあたらず、熟した果実や枝葉の匂いなど

の性質に関するものがほとんどである.ゴンズイ

は祭杷植物の分類で業序や葉のかたちなどから合

掌型とされたが 9)、方言名からみると祭杷植物とし
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ての利用は果実の形や色および枝葉の匂いの性質

に因んでいることが考えられる.シヌグ祭杷植物

のカーブイに用いられるゴンズイは、主として裂

開した袋果の形や内面の赤色および枝葉の匂いに

由縁がありそうである.

3)袋果のかたちと色

琉球列島の方言名について、ハチャグミはおこ

し(桓)の意で、ミイハンチャー、ミィファンカ

は険をうら返す意で果実の裂聞している状態が険

をうら返したような感じがすることに由来する 19)

ミィハンチャーと同様に、袋果が裂開して中の赤

色と種子の黒色のすがたから付けられたとみられ

る方言名には、メハチク、ミィハジギー、ミイハ

ンチャギー、ミィフアンチャ、ミィハンチョ一、

ミイハジチャー、ウシヌミンタマー、ヤマミイハ

ンコ一、ミィハンチョイ、ヤマパンキ、ミィパン

カー、ミィパガキがあると思われる.シヌグに供

用されるゴンズイの一般に言われている意味は、

これらの方言名と厄除け・悪除け・魔除けの効用

がつながったものだろう.

祭記植物の分類で、合掌型は十字対生葉序によ

るものであるが、方言名からほぼ同様の意味で袋

果が開いたかたちに求められるのではないかと思

われる.袋果は子房が 1心皮からなりその合わせ

目だけから縦裂・裂開する 25) 要するに図 5のよ

うに、ゴンズイの袋果は 1----3個に分かれ、分果は

それぞれ2つに裂けるが、これらの果皮は離散す

ることなくくっついたまま 2つに開いた状態にな

る.この開いたかたちが女性の性器に似ていると

して、このことからゴンズイを祭紀植物に用いて

いるのではないかという(国頭村奥区在住の昭和

26年生男性の話・新里メモ 2010). 

植物名またその方言名には男女あるいは動物の

性的、性器、乳に由来したものが多々あり 19)、ホ

ーフックヮー・マラフックヮー(ミフクラギ;陰

部にその木の樹液をつけると陰部が腫れる)、ホー

b 柑
誇もピ
可:戸、σ

でナト

a 

g qβ 
b~，砂

図5 ゴンズイの枝葉と袋果:袋果のついた

枝葉 (a)、2個に聞いた分果と種子 (b)

ギ(ホーギー・ポークサギー;新里メモ 2003年 2

月、イボタクサギ;女性陰部の木の意でこの木の

葉を撲めば悪臭を発することに由来、ハマゴウ;

同)、ポークスイク・マラクスイク(シキミ;女陰

糞モッコク・マラ糞モッコクの意)、クカ・クガ・

クガー・クーガー・フガー(ナシカズラ;皐丸の

意で果実の形と色が皐丸に似ることに由来)、ハー

メークーギ・フギクサ(イタチガヤ;お婆さんの

陰毛に似た草)、ンマヌマラチン(トウモロコシ;

馬のマラきび)、ピィーミーワサ・マラミーウサ(ハ

マボ、ツス;女性・男性の性器を見る草)、アンマー

チー・アンマーチチ・ンマガツゥギ(アカテツ;

お母さんのお乳・お乳の出る木)、クガー・マヤー

クーガ(タマシダ;皐丸・猫の皐丸)、クーガヤマ

ン(ハリイモ;皐丸に似た山芋)、タニハンキー・

マラハンカー(ノボタン;亀頭の包皮を反転させ

る意)、マラウイフサ(ナンパンギセル;マラ起き

る草)、フォーフッカギー(オオパイヌピワ;女性

の性器が腫れる木の意でこの木の樹液が女性の性

器に触れると性器が腫れることに由来)、アンマー

チーギー(イヌビワ;お母さんの乳房の意で果実
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の形態が乳房に似ることに由来)などである

アケビはゴンズイと同じ袋果で、熱すると 1つ

の筋を縦に裂けて果皮がくっついたまま 2つに聞

く。閉じたままの実をつけるムベのムに対し、ア

ケビは聞く実のアケ+ミ→ビの転靴であるが、“開

けツビ"だとして古代人がその実の形態を女性の

性器を連想してつけたとする説もあるという 26)

上原 17)は「古名録によれば阿介比は開玉門アケツ

ビなりと、和名抄では玉門は女陰の名なり、通必

と、この実熟裂で女陰の如し、汝になっく」と記

してある。同様に多和田 27)も「日本木土にアケビ

(一名ヤマムスメ)とし、う山の果物があるがこの

実は熟すると紫色になり縦にさけて口を開くので

アケミ(開女陰)からアケビとなったものである」

と述べている

方言名でアザカイ ・アガザイ ・アジケーなどと

|呼称されるシャコガイの貝は魔除けのl児具に用い

られる。シャコガイは貝の二枚の口を閉し、た形が

女陰に似ているからとされて安田区では幽霊がで

るといわれる屋敷の門口に、 シャコガイの口縁を

半聞きにして上に向け、その中にダシチャクギと

呼ばれるシマミサオノキあるいはアデクの木片を

入れて埋めたとされ 27、28)、国頭辺りでは家の新築

の時など屋敷内にアジケーを埋め、宮古群島多良

間島は産児のJJ台盤をシャコガイに入れて台所の裏

に埋め、石垣島平得は種取祭の日に夜明けの浜で

シャコガイの殻に酒を満たし豊年を引き寄せる神

の力として一気に飲み干す習俗があったといい、

うるま市津堅島はシャコガイの二枚の殻を半開き

にして門の両側や道路のつき当たりの塀に置いて

ムンヌキムン(魔除け)にする 29) (津堅島の門の

シャコガイは来Ir里も実見、図 6). 

「子安貝は宝貝のことであるが、こ の形状が女

陰に似るところから、この貝を握ってお産をすれ

ば安産が得られるとする俗信があるj という 30)

さらに野本 31)によれば、奈良県生駒郡石床神社の

磐座、出羽三山湯殿山神社の霊厳などは女陰の象

徴であり、万物生成、 j農作物の豊穣などをもたら

す神として信仰され、島被町(現松江市)の、出

雲の加賀潜戸の日本海の断崖に大きな岩穴があり 、

そこを訪ねる時「漁師が海辺の桐窟を信仰するの

は洞窟を女陰に見たてるからなんですJという言

葉を思い出すという .また「潜戸」とは「潜り処」

の意であり、海辺の桐窟を潜りぬけるのは棋の場

の型地として 「海の)J台内くぐり 」の祖型をみるこ

とができるという .

図6 家の門にかざすシャコガイの 2枚に開い

た貝(うるま市津堅島、 2013年 2月)

動植物の器官あるいは自然物の形象について、

それが 2つに裂けて開くすがたや自然物そのもの

のすがたにも女陰あるいは母胎の象徴となるもの

があり、それらは神として崇められ、再生、活力、

生産、豊穣を礼拝する村-落民の信仰を集めるよう

になっている.折口 32)も値物と女性の生殖器につ

いて述べ「植物の花にすら生殖器類似のものがあ

れば、それを以て魔除けに利用する例はたくさん

ある.あの五月の端午の菖蒲のごときも、あやめ、

しゃが、かきっぱたなど一類の花を、女精のしむ

ぼるとしてゐるのから見ても知れよう」とする.

ゴンズイの裂関した袋果の果皮の鮮やかな赤色

と光沢のある黒色の種子を合わせて悪魔の形相を
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連想させるが、シャコガイの半聞きした二枚の殻

の形が女性の性器に似ていることから魔除けの呪

具となり、ゴンズイの袋果の果皮がくっついたま

ま2つに裂開した形にも同じような意味が込めら

れているということだろう.もう一つ、「紅は太陽

の色であり血の色であり、古代人にとってもっと

も神聖な色であったJ33) といわれるように、ゴン

ズイの果皮の鮮やかな赤色にも何らかの意味が求

められそうである.クリスマスカードなどによく

描かれるホリーはモチノキ科の常緑樹で、その葉

肢に円い赤い媛果を結び、殊に冬期に顕著なので

めでたい木として貴ばれるという 34) 前川は 35)、

人は原始的な生活のころから吐く息の暖かさや体

温や生きている時の赤味に気づいて、血が出て死

に乳を飲んで子が育つことに神秘的で何かの力を

感得し、チもチチも体内から発する強い力であり

蝶液の最も優なるものとして、チが赤を意味しチ

チが白と甘味を意味する例が植物にも相当多くあ

ると述べている.

例えば前川は 26)、大きな葉をもっ草本のアオイ

科のイチピ、クワ科の常緑ツル性のイタビ、パラ

科の果実を食べるイチビゴ(イチゴ)があるとし

て、イチゴはイチビゴのゴが脱落したものとする

が、ゴはイチゴ類の果実で小果が集まっているこ

とで児を連想し、イは接頭語、チは血のように赤

くなった果実を食べることで、イ・血(チ)・実

(ビ)・で児(コ)を添えたに違いないという.イ

タビはイチジク型の果実をつけ、その実を割ると

白い乳のような汁がしたたり落ちるが、その乳汁

から乳を連想しチチ(乳)のミ(実)からイタピ

と靴ったものであろうとする.イチビは火口(ほ

くち)をその幹から製するので打火(うちび)の

転靴といわれているが、この類はシキミの実のよ

うに果実の多くの分果が平板にリング状に並ぶの

で、イタミ(板実)が靴ってイチビになったので

はないかという.

因みにシキミはモクレン科の常緑小高木で、寺

や墓地などに植えられ、全体に香気があり生枝は

仏事、樹皮・葉は抹茶や線香、果実は牛馬の寄生

虫駆除に用いられる 36) イタピと同じクワ科の、

沖縄でアンマーチーギーまたマツピ 21)と呼ぶイヌ

ピワは、屋久島南部の尾之間(ここでは方言名タ

ブノキ)では正月 14日に母指大の枝を長さ 5寸位

に切り、皮をはいだ先の半分には墨で輪をかき、

元の方はケズリカケにし、これを神前あるいは柱

の根元に立てる 18) いずれにしても、チやチチの

植物用語の語源は人の生命の根底を流れる紫液に

たどるものであろう.

ゴンズイの開いた袋果の鮮紅色は、深い緑色に

染まる夏の森を一大祭典のように美しく際立たせ

る.赤色はまた民俗の、めでたい事や祝行事など

慶事の華やかさを表現しているように映る.

国旗は国を表徴するもの、標識となるもので、

各国の国旗にはほとんど赤色の背景や模様が入っ

ている.アジアでみると、日本は赤と白、中国は

赤と黄、その他赤が著しい国は台湾、モンゴソレ、

ベトナム民主共和国、ラオス、インドネシア、シ

ンガポール、マレーシア、フィリピンなどにあり、

赤は国家の基本を表徴する色となるようである 37)

赤帝は中国太古の五人の天子の一つ、南方また

夏をつかさどる神、五行説で南・夏にあたる色は

赤であり、漢は火徳の王朝となり赤色をとうとぶ

からという 38) 赤引は日本の蚕の一品種で、成熟

した蚕は赤味を帯び、繭が大きく質がょいという

39) その赤引糸は伊勢神宮の神御衣祭(かむみそ

さし、)のときに奉納されるようである。神御衣祭

は天照大神の衣替えで赤引糸の絹糸の色は白であ

るが、赤は赤心・明るく清らかの意で、清浄な中

で育てられた蚕糸を原料としていることによると

いわれている 40) 平安神宮その他の大きな神宮や

神社などの鳥居も赤色が多くみられる.

沖縄での赤は、正月はニントゥウガミ(年頭拝



沖制・国頭村安閏シヌクーの祭配植物ゴンズイ (1)

み)の仏前にアカカビー(赤紙)の赤 ・白 ・黄の

紙を重ね供えて花を生け供え物をするが、供え物

の器も普通に赤色である.生地の本部町で少年の

ころに見た死者を墓に運ぶ禽(がん)は赤色に塗

られていた.長寿祝には赤色の衣 ・ちゃんちゃん

こ ・帽子 ・鉢巻を身につけ、祝い事には赤飯を炊

き、天寿を全うしたときには紅白の鰻頭を配る、

などに表される カジマヤー (97歳の祝)は「赤

子にかえる」という意の長寿祝いといわれ、翁加

は着物から帽子とほぼ全身が朱色に染まる その

姿は赤子を表して、厄を赦い蘇生する生命のチの

転生を祝福しているように思われる(図 7).その

カリー(嘉礼、めでたし、)を家族、親戚、知人み

んなで祝いアヤカル(幸福を分かち合う)のであ

る.

図 7 カジマヤー祝 :朱色の帽子 ・鉢巻とチャ

ンチャンコ(うるま市与那城、佐久田正

夫 ・ツノレ氏夫妻、 2013年 10月)
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